
平成１８年度予算

中間市の平成１８年度予算が成立しました。
一般会計予算の総額は１６６億４９００万円です。
また一般会計と特別会計を合計した予算総額は、３３７億５９０８万円です。

●予算についてのお問い合わせは・・・
中間市財政課財政係　ＴＥＬ０９３(２４６)６２３６

【各会計予算の総額】
　会　計　名 １８年度予算の総額 対前年度増減額 繰入金
●一般会計 １６６億４９００万円
〔特別会計〕 一般会計からの繰入金
●国民健康保険事業 ５１億９１０５万円
●老人保健 ６４億１７２２万円
●住宅新築資金等 ３０８０万円
●介護保険事業 ３２億３７２万円
●地域下水道事業 ９４８５万円
●公共下水道事業 ２１億７０４４万円
●公共用地先行取得 ２００万円
特別会計合計 １７１億１００８万円
総　合　計 ３３７億５９０８万円

【一般会計予算の内訳】
■歳入■ ■歳出■
　　款　名 １８年度予算額 　　款　名 １８年度予算額
市税 議会費
地方譲与税 総務費
利子割交付金 民生費
配当割交付金 衛生費
株式等譲渡所得割交付金 労働費
地方消費税交付金 農林水産業費
自動車取得税交付金 商工費
地方特例交付金 土木費
地方交付税 消防費
交通安全対策特別交付金 教育費
分担金及び負担金 災害復旧費
使用料及び手数料 公債費
国庫支出金 予備費
県支出金
財産収入
寄附金
繰入金
繰越金
諸収入
市債

【債務負担行為の内訳】
項　目 期　間 限　度　額

中間市土地開発公社の
借入金に対する債務保証 　２３億円

平成１８年度
　　　借入限度額

中学校コンピューター借上料
自　平成１９年度
至　平成２３年度

１４４８万円

３０００万円

４億８７３７万円
１３億１０９９万円

１００万円
２０億８１６４万円

１億２６９７万円
１１億４７９０万円

２億１９８２万円
１７億９０２４万円
７３億２３７１万円
１１億４７９７万円
７億３９５２万円
１億８７３万円
７１６３万円

１３億３６３８万円

１億４４１３万円
１千円

７億４４００万円
２億１６４５万円

１億３０９５万円
１億４４４８万円
２９億７４９６万円
７億１４９９万円

１億１００万円
９８９８万円

５２億４１８０万円
１０００万円

４０００万円
５００万円
６００万円

３億４０００万円

２億５９３９万円 １８億８８４６万円

３９億５１４１万円
５億９９８万円

１８億８８４６万円９３６１万円

△３億５３００万円 －　　

△５万円
△１億３１８３万円
△８８００万円

３億９８０３万円
５億１９１７万円

０円
４億９２５０万円

０円
４億７６８６万円
１９０万円

△１億６１３２万円

４億４８２３万円

３４９６万円
△８３８万円



【平成１８年度の主な事業】

●乳幼児医療費の無料化を５歳未満までに拡充　　　　　　予算額　１,２２８万円（引上分）

■担当課　健康増進課
【市役所本館１階】　電話(２４６)６２４６

●学童保育所を西小学校内に新設します　　　　　　　　　予算額　２,９２９万円

■担当課　こども育成課
【市役所本館１階】　電話(２４６)６２４６

●非行防止プロジェクト　　　　　　　　　　　　　　　　予算額　３６０万円

県警、県、市が一体となって続発している少年犯罪の抑止に取り組むモデル事業です。

■担当課　生涯学習課
【市役所本館３階】　電話(２４６)６２２４

●ふくおかコミュニティ無線整備事業　　　　　　　　　　予算額　１,６０３１万円

■担当課　総務課
【市役所本館２階】　電話(２４６)６２３２

●学習サポーター等の派遣　　　　　　　　　　　　　　　予算額　３００万円

■担当課　学校教育課指導室
【市役所本館３階】　電話(２４６)６２２３

●フレンドリーなかま国際交流事業　　　　　　　　　　　予算額　４８８万円

■担当課　学校教育課指導室
【市役所本館３階】　電話(２４６)６２２３

●キラキラなかまっこ体験学習事業　　　　　　　　　　　予算額　２３９万円

■担当課　学校教育課指導室
【市役所本館３階】　電話(２４６)６２２３

市民の生命財産を守るため、地域の公共施設に屋外スピーカーを設置し、災害時に災害対策本部か
ら迅速かつ正確に災害に関する情報を伝達します。平成１８年度は、災害危険箇所付近に設置しま
す。

各小学校及び中学校へゲストティーチャー，スクールアドバイザー，学習サポーターを派遣しま
す。学習サポーターは近隣の大学と連携をとり、学校教育に携りたいという熱い思いがある大学生
がボランティアで授業や学校行事のサポートをすることによって、学校活動がよりエネルギッシュ
に活性化されることが期待されています。

市内の中学生を対象にオーストラリア・ブリスベンでの語学研修やホームスティなどを通して自ら
学び積極的に社会参加することができる心豊かな生徒の育成を目的とした事業です。

市内の６年生を対象に北海道での自然体験学習を通して自然を大切にする心や人を尊重する心を育
て、自分で判断し行動できる児童の育成を目的とした事業です。子供たちは自然の不思議さと偉大
さに驚き、みんなで協力することや何かに挑戦することの大切さを学ぶことでしょう。

若い世代夫婦の経済的負担の軽減と乳幼児のすこやかな成長を願って、平成１８年８月から乳幼児
医療費の入院外にかかる医療費補助の対象を５歳未満までに拡充いたします。

中間西小学校に学童保育所を整備します。定員６０名。平成１８年９月開設予定です。
開設後は小学校から移動することなく通うことができ、安心して子育てができる環境が整います。

警察官と地域のボランティア団体が協力して、市内の少年が多く集まる場所を中心に青色パトカー
で巡回活動を行います。特に少年の刑法犯事件のなかで大きな割合を占める「万引き」「自転車
盗」の抑止に取り組み、市民運動として安全・安心のまちづくりを目指します。



●南小学校体育館改修事業　　　　　　　　　　　　　　　予算額　２,５００万円

■担当課　教育総務課
【市役所本館３階】　電話(２４６)６２２１

●学校トイレ改善事業　　　　　　　　　　　　　　　　　予算額　３,1００万円

■担当課　教育総務課
【市役所本館３階】　電話(２４６)６２２１

●生涯学習講座の開設　　　　　　　　　　　　　　　　　予算額　２８０万円

■担当課　生涯学習センター
【生涯学習センター】　電話(２４６)４３１６

●生涯学習総合情報誌「まなべる」　　　　　　　　　　　予算額　４２万円

■担当課　生涯学習課
【市役所本館３階】　電話(２４６)６２２４

●体育文化センター改修事業　　　　　　　　　　　　　　予算額　４,０００万円

■担当課　生涯学習課
【市役所本館３階】　電話(２４６)６２２４

●垣生地区に防火水槽を整備　　　　　　　　　　　　　　予算額　５６７万円

■担当課　消防署施設装備係
【中間二丁目】　電話(２４５)０９０１

●犬王古月線街路事業などの負担金　　　　　　　　　　　予算額　７,２５０万円

■担当課　都市整備課都市計画係
【市役所別館２階】　電話(２４６)６２６１

「まなべる」は何かを学びたい人の情報源だけではなく、学習仲間を探している人たちのために情
報提供のお手伝いをする情報誌です。創刊５年目を迎え、今後も、子どもからお年寄りまで学ぶ意
欲をもって輝いているすべての人の活躍にスポットをあて市民のみんなの励みになるような紙面づ
くりを目指しています。

市民の皆様にご迷惑をおかけしていました体育文化センターの雨漏りを防止するため、平成１８年
４月から屋根の改修をします。市民のスポーツ活動の推進と地域住民との交流を深める場として、
また防災避難施設の中心として、ますます有効利用が見込まれています。

大規模災害や地震等で消火栓が使用できないことも予想されるため、防火水槽を整備します。今年
は遠賀橋交差点改良工事により防火水槽用地が確保された垣生地区に整備します。

学校教育の円滑な推進と地域住民との交流を深める場及び防災避難施設として指定されている南小
学校体育館の屋根と外壁を大規模改修します。

昨年から引き続いて、老朽化した学校トイレ施設を改善して、トイレのイメージアップを図り、快
適な学校生活がおくれるようになります。

生涯学習センターでは教養・文化・スポーツ講座などを開講しています。今年は一般の方を対象に
して「英会話（初級・中級）」「陶芸教室」「洋裁とパッチワーク」「ハワイアン・フラダンス」
「パソコン教室」などを実施します。



●土手ノ内公営住宅　　　　　　　　　　　　　　　　　　予算額　２億９,４９８万円
土手ノ内公営住宅の老朽化により１７年度と１８年度の２ケ年で建替えを行います。
今年度は３ＤＫ標準タイプ９戸とバリアフリータイプ６戸で鉄筋コンクリート造３階建てにします。
平成１９年３月完成予定です。
■担当課　都市整備課建築係
【市役所別館２階】　電話(２４６)６２６０

●住民基本健康診査の実施　　　　　　　　　　　　　　　　予算額　３,２１３万円

■担当課　健康増進課（保健センター）
【保健センター】　電話(２４６)１６１１

●公共下水道事業を推進　　　　　　　　　　　　　公共下水道特別会計　８億９,０００万円

■担当課　上下水道局下水道課
【市役所別館１階】　電話(２４６)６２５６

●地域包括支援センターの開設　　　　　　　　　　介護保険特別会計　８,５９３万円

■担当課　介護保険課（地域包括支援センター）
【ハピネスなかま１階】　電話(２４５)７７１６

高齢者の方が住みなれた地域で生活を続けていくために、それぞれの健康状態の変化や家庭環境な
どの違いにあわせて必要なサービスを提供できるよう、高齢者を取り巻く様々な悩みや問題に保健
師・社会福祉士・ケアマネージヤーが対応します。また軽度の介護状態の方や今後介護状態になる
おそれがある方に対して状態の悪化防止や改善のために介護予防の支援を行います。

今年度は上底井野、岩瀬三丁目，桜台二丁目、小田ケ浦二丁目など市内２３地区に公共下水道の本
管を整備します。１８年度末の普及率は４１パーセント（見込み）です。

糖尿病などの生活習慣病予防のため、病気の疑いや危険因子を早期に発見するための健康診査で
す。とくに高齢者については心身機能低下に伴う危険サインを早期に発見し、寝たきりなどの要介
護状態の予防と生活機能向上を図るため新たに転倒骨折、栄養状態などの生活機能評価が加わりま
す。


